
論
理
學
研
究
の
一
課
題

上

山

春
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「
私
は
多
年
の
研
究
の
結
果
、
我
λ
の
歴
皮
的
行
悩
的
自
己
の
立
場
か
ら
の
思
椎
の
形
、
即
ち
隷
下
的
形
成
作
用
の
論
理
を
明
か
に
し

’
得
た
と
信
ず
る
。
・
：
・
併
し
私
の
論
理
と
糞
ふ
の
は
學
界
か
ら
は
理
解
さ
れ
な
い
。
否
未
だ
一
顧
も
與
へ
ら
れ
な
い
と
云
っ
て
よ
い
の
で

あ
る
。
：
：
人
は
私
の
論
理
と
云
ふ
の
は
論
理
で
は
な
い
と
云
ふ
。
：
：
然
ら
ば
、
私
は
爾
云
ふ
人
に
問
ふ
。
論
理
と
は
如
何
な
る
も
の

で
あ
る
か
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
を
論
理
と
云
ふ
に
何
人
も
異
論
は
な
か
ら
う
。
カ
ン
ト
は
、
・
：
・
論
理
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
干

て
完
堕
せ
ら
れ
た
か
に
見
え
る
と
云
っ
た
Q
・
：
・
併
し
爾
云
っ
た
カ
ン
ト
そ
の
人
の
超
越
的
論
理
は
已
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
學
で

は
な
い
Q
更
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
帥
ち
辮
誰
法
的
論
理
に
灘
っ
て
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
に
反
す
る
も
の
の
如
く
に
も
見
え
る
。
カ

ン
ト
の
論
理
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
は
論
理
で
は
な
い
の
で
あ
与
う
か
。
我
々
は
是
に
立
て
論
理
と
は
如
何
な
る
も
の
か
を
考
へ
て
見
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
。
」

　
こ
れ
は
、
西
田
幾
多
郎
搏
士
の
未
完
の
滞
留
（
絶
筆
）
「
私
の
論
理
に
つ
い
て
」
の
ほ
ぼ
誓
文
で
あ
る
。

　
　
＊
『
績
思
索
と
綴
惣
以
後
や
署
嘔
課
あ
。
。
●

　
博
士
が
、
細
密
の
貰
聞
の
な
い
日
本
の
髄
質
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
心
の
底
の
麗
質
に
即
し
な
が
ら
普
逓
的
な
哲
學
的
課
題
の
解
決
に

参
蜘
で
き
る
よ
う
な
道
を
み
つ
け
る
の
に
力
を
つ
く
し
た
こ
と
、
こ
う
し
た
探
蜘
の
焦
顯
を
論
理
の
問
題
に
し
ぼ
っ
た
こ
と
、
論
鯉
を
舞

諮
法
的
見
地
か
ら
と
ら
え
よ
う
と
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
鮎
に
私
は
深
い
共
感
を
お
ぼ
え
る
ρ
し
か
し
、
天
才
的
予
想
を
天
才
的
形
式
で

表
現
す
る
こ
と
を
た
て
ま
え
と
す
る
そ
の
u
”
、
ン
主
義
的
學
風
は
受
け
い
れ
が
た
い
Q
博
士
を
し
て
、
「
私
の
論
理
と
云
ふ
の
は
學
界
か

　
　
　
　
論
理
學
研
究
の
［
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
七
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哲
墨
研
究
　
第
四
買
四
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
八

ら
理
解
さ
れ
な
い
、
否
未
だ
一
顧
も
輿
へ
ら
れ
な
い
と
云
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
」
　
と
嘆
息
せ
し
め
た
の
は
、
こ
う
し
た
黒
風
の
せ
い
で

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
Q
私
は
、
博
士
が
死
の
葭
前
ま
で
遙
求
し
て
止
ま
な
か
っ
た
聞
題
を
、
私
な
り
の
、
不
俗
な
仕
方
で
と
ら
え
な
お
し

て
み
た
い
と
恩
う
Q

西
洋
論
理
學
の
成
果

　
　
　
三
つ
の
論
理
學

　
西
洋
の
論
理
學
に
は
、
基
本
的
に
い
っ
て
、
演
繹
論
理
雄
、
灘
納
論
理
學
、
卿
驚
法
論
理
學
と
い
う
三
つ
の
系
譜
が
み
と
め
ら
れ
る
よ

う
に
思
う
Q

　
以
下
、
三
つ
の
論
理
學
の
成
果
を
簡
箪
に
要
約
し
て
お
き
た
い
Q

　
A
，
演
繹
論
理
學
の
成
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
演
繹
論
理
暴
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
學
の
褒
展
過
程
に
お
い
て
成
立
し
、
σ
◇
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
系
の
名
麟
論
理
學
と
、
麟
ス
ト
ア
系
の
命

も題
論
理
學
の
二
系
統
に
分
れ
だ
。

　
＊
　
論
…
理
式
の
轍
、
項
と
レ
て
、
　
一
方
は
名
欝
を
と
り
、
他
方
は
命
題
を
と
る
。

　
申
世
の
ス
コ
ラ
論
理
學
は
爾
方
の
系
統
を
う
け
つ
い
だ
が
、
近
代
の
學
校
論
理
學
は
、
主
と
し
て
名
欝
論
理
學
を
と
り
あ
っ
か
洗
σ

　
＊
　
『
ボ
ー
ル
。
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
諭
理
學
』
h
一
六
六
は
）
を
起
鷲
と
す
る
近
代
學
校
濡
蝿
學
の
構
戊
に
つ
い
て
は
、
「
境
代
心
理
悪
想
の
検
討
」
（
京
大
入
文

　
　
科
畢
研
究
所
∵
『
人
女
學
彬
濫
・
仙
箪
六
號
）
と
い
う
論
文
で
そ
の
あ
ら
ま
し
を
明
か
に
し
た
。

　
一
九
泄
紀
の
後
牛
に
、
こ
れ
ら
二
系
統
の
演
縄
論
理
學
は
、
ブ
ー
ル
の
『
論
理
學
の
激
學
的
分
析
』
（
㎜
八
四
七
）
と
フ
レ
ー
ゲ
の
『
概

念
文
園
』
2
八
七
九
）
に
お
い
て
、
記
號
計
算
の
機
系
に
く
み
か
え
ら
れ
、
今
世
紀
の
は
じ
め
に
、
ラ
ッ
セ
ル
と
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
の
鴛
撒

學
原
理
』
（
一
九
一
〇
一
＝
ご
に
お
い
て
、
一
つ
の
公
理
系
に
続
一
さ
れ
た
。
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お
　
麟
納
論
理
學
の
威
果

　
婦
納
論
理
學
は
、
ベ
イ
コ
ン
の
哩
新
芋
ル
ガ
ノ
ン
』
へ
㎝
六
二
〇
）
以
來
、
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
試
験
論
の
系
譜
に
そ
っ
て
嚢
潰
し
、
ミ

ル
の
『
論
理
學
膿
系
』
二
ぺ
四
三
）
に
お
い
て
、
古
典
的
表
現
を
得
る
。

　
腿
ッ
ク
の
『
人
闘
搭
性
論
』
第
凶
郡
の
蓋
然
性
論
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
『
人
間
性
論
U
第
一
一
一
部
の
蓋
然
性
論
も
し
く
は
因
果
論
は
、
こ
の
論

理
學
の
認
識
論
的
前
提
を
明
か
に
示
し
て
い
る
Q

　
一
九
世
紀
後
庭
以
降
、
演
繹
論
理
學
が
記
號
計
算
の
父
系
に
組
み
攣
え
ら
れ
た
疇
期
に
、
懸
納
論
理
學
の
推
論
も
、
確
率
（
蓋
然
性
）

計
算
の
枠
内
で
操
作
さ
れ
る
よ
う
に
謎
形
さ
れ
た
が
、
確
率
概
念
の
解
樺
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
新
し
い
電
畜
理
論
は
、
ω
確
認
度
（
山
Φ
ひ
q
『
㊦
①

O
陥
o
O
篤
騨
ヨ
節
諜
O
旨
）
理
論
と
ω
顔
度
（
坤
Φ
聲
山
蔓
）
理
論
の
二
系
続
に
分
れ
た
Q

　
ω
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
『
確
率
論
』
（
一
九
一
二
）
、
ヴ
ァ
イ
ス
マ
7
の
『
確
率
概
念
の
論
理
的
．
分
析
P
（
一
九
三
〇

⊥
∴
一
）
な
ど
が
あ
り
、
劔
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
は
R
・
フ
ォ
ン
・
ミ
…
ゼ
ス
の
『
確
率
．
統
計
・
翼
理
』
（
｝
空
一
八
）
、
ラ
ィ
ヘ
ン

バ
ッ
ハ
の
『
確
率
論
』
（
｛
九
三
鴛
）
な
ど
が
あ
る
Q

　
右
の
二
系
続
の
統
一
的
把
擬
は
費
現
さ
れ
て
い
な
い
。

　
C
　
辮
誰
法
論
理
學
の
成
果

　
辮
誰
法
論
理
學
は
ド
イ
ツ
槻
念
論
の
系
譜
に
そ
っ
て
形
成
さ
れ
、
　
一
九
世
紀
の
は
じ
め
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
を
確
立
さ

れ
た
。

　
そ
れ
は
、
　
一
九
世
紀
の
後
馬
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
、
ω
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
と
働
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
と
い
う
二
つ
の

道
を
逸
っ
て
褒
展
し
て
き
た
。

　
＊
　
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
、
「
プ
ラ
グ
ス
テ
イ
ズ
ム
諭
理
墨
の
…
鈍
判
的
分
折
」
（
『
患
葱
』
・
一
九
五
六
年
・
五
月
號
）
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
や
や
唱
辞
し
く

　
　
の
べ
て
お
い
た
。

　
　
　
論
踵
學
研
究
の
一
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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哲
撃
研
撹
　
第
四
．
籍
四
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
辱

　
D
三
つ
の
論
理
學
の
關
係
　
　
　

‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
ら

　
演
繹
論
理
學
は
、
紀
元
前
四
世
紀
こ
ろ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
い
た
る
古
代
哲
學
の
確
立
を
前
提
と
し
て
総
立
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
も

臨
納
論
理
學
は
、
　
一
七
穀
紀
に
、
當
時
勃
興
し
た
自
撚
科
學
の
刺
戟
を
う
け
て
威
立
し
、
辮
誰
法
論
理
學
は
、
　
…
九
世
紀
に
入
っ
て
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
（
㎝
七
八
九
）
か
ら
二
月
革
命
（
一
八
照
八
）
に
い
た
る
広
戸
革
命
と
、
　
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
産
業
革
命
の
時
期
に
、
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
し
　
も
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

時
そ
の
基
礎
を
確
立
し
た
祉
會
科
學
と
深
い
聯
關
を
も
つ
て
成
立
し
た
Q

　
＊
　
辮
讃
法
論
理
學
と
職
へ
腰
科
學
の
醐
係
に
つ
い
て
は
、
立
人
つ
た
論
縫
を
必
要
と
す
る
。
こ
’
こ
で
は
、
但
設
の
形
で
提
集
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ち

　
演
縄
論
理
學
が
嬉
野
を
思
想
の
世
界
（
人
聞
の
内
）
に
限
る
の
に
卜
し
て
、
皆
納
論
理
學
は
想
想
と
外
界
の
事
賢
（
人
聞
の
外
）
と
の
聯
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
や
　
　
　
も

を
と
り
あ
つ
か
い
、
鮭
鱒
法
論
理
學
は
、
恩
惣
と
事
費
の
關
係
を
か
え
て
ゆ
く
思
想
の
耀
い
手
（
人
聞
）
を
親
野
の
な
か
に
と
り
い
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
三
つ
の
論
理
學
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
思
想
、
自
然
、
人
間
の
コ
ン
ト
皿
ー
ル
を
主
要
な
任
務
と
す
る
哲
學
、
自
然
科
學
、

祉
會
科
學
の
確
立
に
と
も
な
っ
て
理
論
化
さ
れ
た
の
は
、
偶
然
と
は
賞
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
も

　
演
繹
論
理
學
が
、
記
號
（
思
想
表
現
の
手
段
）
相
五
の
意
味
關
係
の
み
を
あ
つ
か
う
の
に
聾
し
て
、
瞬
納
論
理
學
は
、
こ
う
し
た
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ロ

を
前
提
と
し
な
が
ら
、
記
號
樫
系
と
そ
の
指
示
封
象
と
の
關
係
を
分
祈
し
、
緋
漕
法
論
理
學
は
、
右
の
…
一
つ
の
論
理
學
を
前
提
と
し
な
が

　
　
も
　
　

ら
　
　
　
　
　
　

し
　
　
い
　
　
　
　
　
　
し
　
　

も
　
　
　
も
　
　

む

ら
、
誕
號
と
封
象
と
記
號
主
槻
の
三
項
關
係
を
あ
つ
か
う
。

　
演
繹
論
理
學
は
、
も
っ
と
も
紙
次
な
、
つ
ま
り
も
っ
と
も
翠
純
で
抽
象
的
な
論
理
學
で
あ
り
、
臨
納
論
理
學
は
、
こ
れ
を
前
提
と
し
な

が
ら
新
た
な
要
素
を
導
入
し
、
鋳
読
法
論
理
學
は
、
も
っ
と
も
高
次
な
、
つ
ま
り
も
っ
と
も
複
離
で
呉
膿
的
な
論
理
學
と
し
て
、
右
の
二

つ
の
論
理
學
．
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
更
に
新
た
な
婁
素
を
導
入
す
る
。

　
．
西
田
博
士
が
、
ア
リ
ス
｝
テ
レ
ス
の
論
理
を
基
準
に
と
れ
ば
、
自
分
の
論
理
は
も
と
よ
り
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
論
理
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の

辮
誰
法
的
論
理
さ
え
も
論
理
と
は
云
え
ま
い
、
と
雷
つ
た
の
は
正
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
ア
リ
ス
㍗
テ
レ
ス
の
論
理
」
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
る
演
繹
論
理
で
も
つ
て
よ
り
高
次
な
皆
納
論
理
や
誹
誰
法
論
理
を
律
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
私
は
、
こ
の
ば
あ
い
、



カ
ン
ト
の
超
越
論
的
論
理
を
蛉
納
法
の
正
當
化
の
擬
系
、
西
田
博
士
の
論
理
を
緋
誰
法
論
理
の
一
形
態
、
と
み
な
す
。

　
＊
　
私
は
カ
ン
ト
の
超
繍
瓢
醐
的
〃
議
理
學
を
、
鎌
納
法
の
正
賞
化
の
試
み
と
し
て
還
解
す
る
C
・
S
・
パ
ー
ス
、
C
・
1
・
ル
イ
ス
、
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
な

　
　
ど
の
考
え
を
支
特
す
る
。
「
い
か
に
し
て
先
天
的
綜
禽
堀
噺
は
可
能
で
あ
る
か
」
と
い
う
超
越
論
的
講
理
學
の
中
心
問
題
は
、
雪
男
的
黎
實
に
依
存
す

　
　
る
綜
合
命
題
が
、
な
ぜ
普
遍
鷲
と
必
然
雛
を
も
ち
う
る
の
か
、
と
い
う
鎌
納
法
の
正
篇
北
の
問
題
に
還
元
で
ぎ
る
。

　
　
　
鼠
．
O
．
鵠
．
＜
◎
昌
芝
同
気
甥
戸
臥
寧
蔦
“
蹴
器
ミ
N
さ
恥
ミ
へ
異
調
嵩
§
ミ
、
き
び
織
驚
、
賊
竜
隔
や
ト
Ω
P
や
邸
①
…
ρ
ω
．
三
叉
門
8
》
O
ミ
、
白
星
叙
ミ
⑩
誘
匂
く
。
ド

　
　
熱
◎
℃
℃
餌
話
α
q
・
①
Φ
O
i
①
豫
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二

論
理
學
研
究
に
お
け
る
當
面
の
課
題

　
i
三
つ
の
論
理
學
の
統
一
一

　
二
千
数
百
年
に
わ
た
る
西
洋
思
想
典
の
獲
農
過
程
に
お
い
て
順
次
に
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
演
繹
論
理
學
、
麟
納
論
理
學
、
緋
誰
法
論
理

智
と
い
う
三
つ
の
論
理
學
が
、
現
在
で
は
併
存
し
て
い
る
課
で
あ
る
が
、
私
は
こ
れ
ら
三
つ
の
論
理
學
の
統
一
的
把
握
を
、
こ
れ
か
ら
の

論
理
學
研
究
の
一
つ
の
重
要
な
課
題
と
み
る
〇

　
三
つ
の
論
理
學
の
統
一
と
い
う
玉
章
は
、
ま
だ
一
般
に
明
確
な
形
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
は
雷
え
な
い
が
、
一
九
五
〇
年
ご
ろ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

ア
メ
リ
カ
と
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
を
申
心
に
、
こ
の
問
題
に
深
い
か
玉
わ
り
を
も
つ
問
題
が
提
出
さ
れ
、
討
論
さ
れ
て
き
た
。

　
＊
　
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
、
「
哲
學
の
力
」
（
『
思
想
、
』
・
［
墨
黒
四
年
五
月
號
瓶
華
）
と
い
う
論
文
で
輪
番
し
て
お
い
た
。

　
そ
れ
は
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
お
け
る
辮
讃
法
的
論
理
學
と
形
式
論
理
學
の
關
係
を
め
ぐ
る
討
論
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
カ
ル
ナ
ッ
プ

（
論
理
質
誰
主
義
正
統
派
の
り
ー
グ
ー
）
と
ク
ワ
ィ
ン
（
ラ
デ
ィ
カ
ル
。
プ
ラ
グ
”
、
テ
ィ
ズ
ム
の
立
揚
を
と
る
論
理
學
者
）
の
論
錦
を
中
心

と
す
る
論
理
費
誰
主
義
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
論
理
思
想
の
勤
決
、
を
さ
す
。

　
＊
　
寒
ミ
．
窓
、
博
§
隷
卜
O
頓
隷
唾
§
賊
b
旨
む
隷
職
や
じ
σ
2
凱
P
μ
⑩
凱
野

　
　
　
な
お
、
『
思
豊
三
三
八
號
、
三
六
一
號
、
垂
ハ
四
號
、
三
六
ナ
號
、
三
穴
七
號
、
三
七
一
一
號
を
恋
照
Q

　
　
　
諭
蝋
畢
岡
三
の
一
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
｝
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誓
畢
鰐
究
　
第
瞳
頁
醗
†
瓦
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
　
＊
＊
　
回
≦
‘
0
9
薯
げ
搾
ρ
．
．
↓
び
Φ
♪
づ
P
ぞ
餓
O
卿
づ
島
ω
鴫
質
ユ
μ
Φ
筑
O
ー
ー
卸
づ
こ
づ
縛
の
づ
鋤
げ
δ
U
∬
ρ
一
σ
彦
．
、
・
一
⇒
、
O
ご
N
b
寧
｝
竈
亀
b
、
壽
㍉
ご
ω
§
浮
ミ
．
ミ
警
帖
ミ
鍔
邸

　
　
霜
ミ
賊
き
題
§
§
b
巴
．
菖
ω
．
国
o
o
ぎ
6
㎝
9

　
　
芝
・
＜
．
ρ
鶉
冒
ρ
町
．
6
毛
O
一
）
O
α
q
ヨ
曽
ω
O
h
両
ヨ
鷺
篇
鼠
ω
欝
ρ
、
鳩
噂
き
篭
O
恥
愚
挽
詩
貸
、
ミ
魁
“
ミ
＄
く
O
ピ
U
×
亀
目
Φ
α
H

　
　
ン
P
勺
①
円
匿
ヨ
ω
餌
鐸
仙
圏
．
ω
ぼ
μ
α
q
Φ
ぴ
、
、
｝
昌
巴
強
目
O
響
ざ
．
噛
毎
毎
寿
ミ
、
ミ
き
篭
O
携
琴
ミ
㌔
＜
o
轡
×
び
く
課
二
一
Φ
窃
轡

　
　
じ
d
●
鎧
鋤
叶
¢
ρ
へ
、
諺
誘
鉱
《
鉱
O
Q
Q
Φ
誘
叶
①
づ
O
Φ
ω
胃
讐
、
隷
“
脊
q
っ
§
壽
蹄
葛
、
沁
鳴
蝕
“
蝕
3
＜
O
ド
い
×
℃
一
⑩
笛
歴

　
　
閃
．
譲
。
鼠
P
糞
剛
P
＾
へ
○
霞
》
質
巴
鴫
ユ
O
り
．
．
ぎ
蔑
O
恥
愚
隷
勘
織
N
要
畿
ミ
①
篤
く
O
剛
・
凝
酬
H
Φ
姻
卜
。
●

　
A
　
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
お
け
る
論
理
學
論
孚

　
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
揚
合
、
は
っ
き
り
と
、
演
繹
論
理
學
（
形
式
論
理
部
）
と
辮
誰
法
論
理
學
の
關
係
が
問
題
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
課

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
討
論
の
範
園
内
で
は
、
三
つ
の
論
理
學
の
統
一
と
い
う
問
題
意
識
に
到
達
す
る
ま
で
に
は
、
い
く
つ
か
の
障
碍
を
の

り
こ
え
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
Q

　
第
一
に
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
占
者
た
ち
は
、
形
式
論
理
學
を
、
ほ
ゴ
近
代
學
校
論
理
學
の
「
原
理
論
」
の
部
分
（
ア
リ
ス
｝
テ
レ
ス
系
演

繹
論
理
學
の
近
代
的
歪
曲
形
態
）
に
封
齎
す
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
お
り
、
演
縄
論
理
學
の
褒
展
形
態
と
し
て
の
記
號
論
理
學
を
、
覗

騒
の
外
に
お
い
て
い
る
Q
ま
つ
、
こ
の
偏
見
か
ら
解
放
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
Q

　
第
二
に
、
ま
こ
と
に
妙
な
話
だ
が
、
辮
無
法
論
理
學
に
か
ん
す
る
理
解
　
が
不
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
古
典
」
に
よ
る
正
二
化
に
熱
中

し
て
、
前
む
き
の
探
究
に
熱
意
を
か
く
た
め
で
は
な
い
か
、
と
愚
う
Q
形
式
論
理
學
の
研
究
と
詞
じ
く
、
緋
誰
絃
論
理
學
の
研
究
に
お
い

て
も
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
哲
學
者
た
ち
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
本
來
の
立
命
に
反
す
る
保
守
主
義
に
よ
っ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
緋
誰
法
論
理
學
と
形
式
論
理
學
の
關
係
に
つ
い
て
の
理
解
が
、
き
わ
め
て
不
明
確
で
あ
る
Q
私
の
知
り
え
た
か
ぎ
り
で
は
、

今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
何
ら
聰
り
の
あ
る
結
論
は
で
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
第
一
と
第
二
の
障
碍
が
克
服
さ
れ
な
い
か
ぎ
ラ
、
こ
の
障
碍

を
克
．
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
二
つ
の
論
理
學
の
關
係
に
つ
い
て
、
討
論
の
端
。
総
括
轍
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
権
威
を
支
え
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。



i73

　
「
勢
誰
法
的
論
理
學
の
形
式
論
理
皐
に
た
い
す
る
㎜
關
係
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
深
刻
な
比
喩
に
よ
れ
ば
、
高
等
撒
學
の
秘
等
数
學
に
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

す
る
關
係
に
に
て
い
る
。
し

　
　
＊
　
＄
ミ
き
博
冨
§
誉
』
o
鷺
勘
§
ミ
b
旨
む
漣
“
画
ω
・
b
σ
◎
Q
刈
・

　
右
の
引
用
文
は
、
　
『
反
デ
ェ
！
リ
ン
グ
論
始
の
な
か
の
、
つ
ぎ
の
言
葉
に
糠
っ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
「
初
等
数
寄
、
す
な
わ
ち
不
攣
量
の
敬
學
は
形
式
論
理
學
の
限
界
内
を
動
い
て
い
る
。
・
：
・
微
積
分
學
を
も
つ
と
も
主
要
な
部
分
と
す

る
鰹
量
の
数
學
は
、
本
質
的
に
は
数
高
垣
聖
篭
係
に
謝
す
る
燐
製
法
の
適
用
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
し

　
　
＊
　
『
反
デ
ュ
…
リ
ン
グ
廊
繭
』
娼
波
文
庫
岸
販
・
上
岱
・
や
b
Q
卜
δ
伊

　
と
こ
ろ
が
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
岡
じ
『
反
デ
ュ
…
リ
ン
グ
導
出
の
な
か
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

　
「
攣
量
の
数
學
〔
高
等
数
學
〕
の
手
甲
量
の
数
學
〔
初
等
数
墨
〕
に
封
ず
る
蘭
係
は
、
そ
も
そ
も
出
資
法
的
思
湾
の
形
而
上
學
的
思
考

に
封
ず
る
關
係
と
弼
じ
も
の
で
あ
る
。
」

　
＊
　
嗣
書
二
）
匿
b
Q
8
●

　
し
た
が
っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
し
た
が
う
か
ぎ
り
、
赫
誰
法
的
論
理
雄
と
形
式
論
理
學
の
關
係
は
、
高
等
数
學
と
初
等
激
學
の
關
係
に

封
癒
し
、
後
者
の
關
係
は
、
辮
讃
法
的
思
考
と
形
而
王
學
的
思
考
の
關
係
に
封
下
す
る
。
つ
ま
り
、
緋
讃
法
的
論
理
學
と
形
式
論
理
學
の

關
係
は
、
緋
誰
法
的
思
考
と
形
而
上
學
的
思
甑
4
5
の
關
係
に
封
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
、
二
つ
の
論
理
學
の
驕
係
に
か
ん
す
る
傳

統
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
的
解
繹
の
基
準
に
他
な
ら
な
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
辮
諮
法
的
思
老
と
形
而
上
學
的
思
考
を
排
他
的
關
係
に
お
い
て
と
ら
え
、
前
者
を
年
玉
、
後
者
を

悪
玉
と
し
て
規
定
し
た
σ
し
た
が
っ
て
、
右
の
解
羅
に
し
た
が
う
か
ぎ
り
、
緋
誰
法
的
論
理
學
は
善
玉
、
形
式
論
理
學
は
悪
玉
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
Q

　
興
　
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
隠
・
第
一
章

　
　
　
論
埋
撃
研
究
の
一
諜
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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欝
雄
研
究
　
蕩
［
四
百
四
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
四

　
本
來
、
一
九
五
〇
年
以
降
の
ソ
ヴ
ェ
ー
㍗
に
お
け
る
論
理
學
に
か
ん
す
る
討
論
は
、
こ
う
し
た
傳
統
的
解
繹
に
も
と
つ
く
形
式
論
理
學

の
不
當
な
輕
覗
に
封
ず
る
反
省
が
、
そ
の
主
な
ネ
ラ
イ
だ
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
る
に
、
そ
う
し
た
解
繹
の
基
準
ど
な
っ
て
い
る

『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
の
主
張
が
、
『
総
括
』
に
よ
っ
て
、
討
論
の
到
達
鮎
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
文
宇
通
り
、
元
の
モ
ク
ア

ミ
と
い
う
他
は
な
い
〇

　
二
つ
の
論
理
學
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
「
〔
形
式
〕
論
理
學
は
魏
筆
法
の
囲
モ
メ
ン
ト
、
　
一
部
分
で
あ
る
。
し
と
い
う
バ
ク
ラ
ッ
ゼ
教
授

の
見
解
を
、
私
は
、
討
論
参
加
考
の
見
解
の
う
ち
で
、
も
っ
と
も
正
し
い
よ
う
に
思
う
。
教
授
に
よ
れ
ば
、
　
「
認
識
過
程
に
お
い
て
は
生

き
生
き
し
た
直
槻
か
ら
抽
象
的
思
考
へ
の
移
行
が
行
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
實
践
へ
の
移
行
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
移
行
に
際
し
て
正
し
い
思
考

が
一
定
の
役
割
を
演
ず
る
。
こ
の
愚
考
の
法
則
や
規
剛
が
〔
形
式
〕
論
理
學
の
封
象
で
あ
る
。
從
っ
て
〔
形
式
〕
論
理
學
の
封
象
と
な
る

の
は
〔
緋
諮
法
論
理
學
の
封
象
と
し
て
の
金
〕
認
識
過
程
に
お
け
る
一
定
の
必
須
の
モ
メ
ン
｝
で
あ
る
。
」

　
v
響
　
上
掲
漁
買
・
も
ゆ
●
H
り
．

　
＊
於
　
嗣
婁
・
ω
・
ミ
．

　
こ
の
見
解
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
（
認
識
論
）
の
現
在
の
水
準
を
示
す
毛
澤
東
の
『
費
践
論
麟
や
、
こ
の
本
の
前
轍
と
な
っ
て
い

る
ソ
ー
ニ
ソ
の
『
哲
學
ノ
…
ト
』
の
見
解
と
、
基
本
的
な
黙
に
お
い
て
、
　
一
致
し
て
い
る
、
と
私
は
考
え
る
。

　
『
費
輿
論
』
は
、
　
「
辮
誰
法
的
唯
物
論
の
認
識
論
」
（
マ
ル
ク
ス
主
義
的
論
理
學
）
の
鋤
象
と
し
て
の
認
識
過
程
を
、
感
性
的
認
識
↓
理

性
的
認
識
↓
身
離
、
と
い
う
三
段
階
の
饗
二
黒
く
り
か
え
し
の
下
鞍
と
し
て
規
定
し
、
第
二
段
階
を
、
「
概
念
、
両
懸
、
お
よ
び
推
理
の

段
階
」
と
か
「
論
理
的
認
識
」
と
し
て
、
つ
ま
り
形
式
論
理
學
（
正
確
に
は
演
縄
論
理
学
）
の
封
蒙
（
演
繹
過
程
）
と
し
て
、
規
定
し
て

い
る
Q
と
こ
ろ
で
、
右
の
三
段
階
は
、
　
『
暫
學
ノ
ー
ト
』
に
お
け
る
、
直
郵
亭
思
考
↓
賢
践
と
い
う
三
段
階
の
褒
展
形
態
に
他
な
ら
な

い
。

　
バ
ク
ラ
ッ
ゼ
教
授
の
「
辮
讃
法
論
理
絶
し
と
「
形
式
論
理
風
こ
に
か
ん
す
る
規
完
は
ア
イ
”
、
イ
で
あ
り
、
杢
膿
の
立
論
も
説
得
力
を
欲
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い
て
い
る
が
、
　
『
総
括
鵬
が
、
そ
の
基
本
的
な
証
し
さ
を
無
視
し
て
、
こ
れ
を
「
無
原
則
的
な
《
中
庸
》
の
立
場
」
と
き
め
つ
け
て
い
る

の
は
ど
う
か
と
思
う
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
『
総
糖
二
お
よ
び
そ
の
線
に
近
い
報
告
は
、
『
反
デ
ュ
ー
サ
ン
グ
論
』
の
水
準
を
閥
執
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

醗
哲
學
ノ
…
ト
』
や
髄
質
申
付
臨
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
の
獲
展
を
見
落
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
不
可
解
な
こ
と
だ
。

　
＊
」
・
ル
ク
ス
主
弊
而
理
撃
の
獲
展
に
お
け
る
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
謝
』
、
『
湿
気
ノ
…
ト
」
、
『
馨
．
餐
豊
な
ど
の
繊
澱
づ
け
に
つ
い
て
は
、
W
の
B
を
拠
．

　
　
照
。

　
8
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
論
理
學
論
無

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
と
ク
ワ
ィ
ン
を
二
心
と
す
る
論
争
は
、
こ
み
い
っ
た
仕
方
で
、
演
繹
論
理
學
と
露
納
論
理
學
と
舞

諮
法
論
理
學
の
關
係
に
か
か
わ
り
を
も
っ
と
言
え
る
。
そ
の
理
由
は
こ
う
だ
。
カ
ル
ナ
ッ
プ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
論
理
費
諦
主
義
正
統

派
は
、
あ
ら
ゆ
る
命
題
を
、
綜
合
的
命
題
（
経
験
的
事
實
に
依
存
す
る
）
と
意
馬
的
命
題
（
経
験
的
事
費
に
依
存
し
な
い
）
と
に
二
分
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
　
を
　
　

ち
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
も
　
　

も
　
　
　
し
　
　
し
　
　
　
や

る
立
揚
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
命
題
の
分
析
の
道
呉
と
し
て
、
露
納
論
理
雄
と
演
鐸
論
理
學
を
用
い
る
。
そ
れ
に
鋤
し
て
、
ク
ワ
ィ
ン
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
む

演
繹
瓢
爾
島
風
Ψ
（
記
號
論
理
飢
．
Ψ
）
の
専
門
家
で
あ
る
が
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
弧
入
門
學
（
郷
諮
法
論
理
學
の
一
瀟
瀟
心
）
の
財
見
地
か
ら
、
論
…
理

費
誰
主
義
に
お
け
る
綜
合
的
命
題
と
分
析
的
命
題
の
二
元
的
把
握
、
綜
合
的
命
題
の
検
誰
に
か
ん
す
る
理
論
、
に
反
乱
す
る
◎

　
私
は
、
右
の
論
争
を
、
基
本
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
垂
統
を
う
け
つ
ぐ
論
理
賢
識
主
義
の
認
識
論
と
、
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
躰
性
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

的
魏
鱒
識
弧
醐
の
経
験
．
弧
醐
的
改
造
と
し
て
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
認
識
弧
繭
の
封
決
と
み
る
。
　
（
露
訳
賑
醐
春
嵐
閉
が
イ
ギ
サ
ス
経
験
論
の
靭
黙
諾
瓢
澗

を
背
景
と
し
て
嚢
展
し
た
こ
と
、
聴
納
論
理
學
は
演
繹
論
理
學
を
前
提
し
、
緋
諦
法
論
理
學
は
演
繹
論
理
學
と
蜂
綿
論
理
學
を
前
提
と
す

る
こ
と
、
を
思
い
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
）
　
イ
ギ
サ
ス
維
験
、
論
系
の
認
識
論
は
、
綜
合
灼
命
題
の
眞
理
性
の
修
件
を
示
す
麟
紬
論
理
學

と
分
折
的
命
題
の
眞
理
性
の
條
件
を
示
す
演
縄
論
理
學
の
二
元
的
把
握
を
正
當
化
し
、
郷
誰
法
的
認
識
論
は
、
そ
う
し
た
二
元
的
把
握
を

否
定
し
て
、
爾
者
の
統
…
的
把
握
を
正
鴬
化
す
る
。

　
憩
　
こ
の
黙
に
か
ん
し
て
に
、
つ
ぎ
の
論
女
が
夷
♂
考
に
な
る
。

　
　
　
論
理
學
研
究
の
…
品
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷺
灘
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櫛
隅
艦
r
解
隣
紺
～
　
　
凶
勉
四
日
Ψ
肖
暇
口
十
－
九
辮
沸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
編
ハ

　
　
　
》
・
O
Φ
鼠
諄
ダ
・
パ
6
｝
拓
蛍
ω
け
一
葦
凱
o
p
9
竃
①
2
男
舞
貯
識
。
露
α
o
α
岩
夢
9
0
↓
墜
昏
ρ
、
、
痢
ぎ
智
ミ
縛
ミ
ミ
℃
ミ
円
物
愚
書
始
く
。
扁
．
r
累
ρ
翼
”

　
　
む
頓
ω
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ら
　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
ク
ワ
イ
ソ
は
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
鶏
糞
の
焦
勲
を
、
・
ω
分
析
的
命
題
と
綜
合
的
命
題
の
二
元
論
（
側
二
魯
。
嵩
ω
言
）
と
、
偉
綜
合
的
命
題
の
眞
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
わ
　
　
　
も
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

を
三
島
命
題
（
プ
ロ
｝
コ
ル
命
題
）
の
翼
儒
に
還
元
す
る
還
元
主
義
（
お
伽
二
〇
鉱
。
巳
の
ヨ
）
に
し
ぼ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
論
鮎
が
、
辮
讃

法
論
理
學
の
一
形
態
と
し
て
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
の
基
本
納
見
解
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
か
ん
た
ん
に
論
難
し
て

お
き
た
い
。

　
　
菅
ク
ワ
ィ
ン
に
よ
れ
ば
、
諭
蝿
實
濠
ヒ
義
に
お
け
る
こ
・
）
し
た
二
つ
の
堪
本
前
溌
は
、
イ
ギ
リ
ス
輕
絵
に
お
げ
る
、
．
吋
③
早
戸
窪
◎
塗
込
器
、
、
と
、
．
ヨ
㌘

　
　
霧
O
目
ω
O
臨
貯
O
け
や
．
の
二
分
法
、
お
よ
び
、
あ
ら
ゆ
る
加
灘
験
的
知
識
を
…
塁
純
彌
勒
念
の
結
合
と
み
る
癩
榔
念
聯
…
合
説
（
器
。
。
o
o
同
簿
廟
§
聾
8
蔓
）
、
　
を
起
黙
と

　
　
す
る
灘
験
諭
の
傅
統
的
ド
グ
マ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
り
　
　
　
の

　
ω
　
ま
つ
、
分
析
的
と
綜
合
的
の
こ
元
論
に
封
ず
る
批
判
。

　
ク
ワ
ィ
ン
に
よ
れ
ぽ
、
分
析
的
と
綜
合
的
の
幕
別
は
、
程
度
の
差
で
あ
っ
て
、
　
一
方
が
愚
想
雑
事
の
關
係
の
み
を
示
し
、
図
心
に
は
無

閥
係
な
の
に
封
し
て
、
他
方
は
事
費
に
も
依
存
す
る
と
考
え
る
の
は
あ
や
ま
り
だ
。
ど
ち
ら
も
、
愚
想
と
事
費
の
春
方
に
依
存
し
て
い

る
。
た
だ
、
依
存
の
仕
方
に
程
度
の
差
が
あ
る
だ
け
の
こ
と
だ
。
し
た
が
っ
て
、
論
理
費
讃
主
義
者
の
よ
う
に
、
論
麗
學
や
敬
學
の
命
題

（
分
析
的
命
題
）
と
常
識
や
経
験
科
學
の
命
題
（
綜
合
的
命
題
）
を
原
理
的
に
獲
別
し
て
、
前
済
を
ア
プ
リ
オ
リ
だ
、
と
い
う
の
は
ま
ち
が

っ
て
い
る
。
論
理
學
や
激
學
の
命
題
は
、
た
だ
維
験
科
學
や
常
識
の
命
題
に
く
ら
べ
て
、
事
賢
と
よ
り
閥
接
的
な
關
係
を
も
つ
だ
け
で
あ

っ
て
、
事
資
と
食
く
關
係
な
も
た
ぬ
鐸
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
忠
心
、
事
費
に
も
と
つ
く
修
正
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

事
費
と
よ
り
渡
接
的
な
關
係
を
も
つ
命
題
に
く
ら
べ
て
、
そ
の
修
正
の
テ
ン
ポ
が
は
る
か
に
の
ろ
い
だ
け
の
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
し
　
　
い
　
　
ね

　
㈹
　
つ
ぎ
に
、
還
元
主
義
に
封
ず
る
批
制
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
　

　
こ
の
ド
グ
マ
は
、
右
の
二
元
論
と
探
い
關
係
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
論
理
費
誰
主
義
に
お
い
て
は
、
綜
合
納
命
題
と
分
析
的
命
題
を
原
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理
的
に
要
脚
し
た
う
え
で
、
綜
齊
的
命
題
を
予
察
命
題
に
分
解
し
、
そ
れ
を
事
費
と
つ
き
あ
わ
せ
、
そ
の
才
領
を
も
と
に
し
て
元
の
綜
合

的
命
題
の
眞
儒
を
き
め
る
か
ら
だ
。
論
理
費
思
量
談
の
一
つ
の
支
柱
と
な
っ
て
い
る
こ
の
鮭
鱒
理
論
ぱ
、
分
析
的
命
題
と
綜
合
的
命
題
の

も
　
　
も
　
　
も

二
元
論
が
否
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
誰
持
で
き
な
い
。
分
折
的
命
題
と
綜
合
的
命
題
は
、
互
に
か
ら
み
あ
っ
た
融
腱
と
し
て
事
費
に
つ
き
あ

わ
さ
れ
験
讃
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　
以
上
の
批
判
の
白
鷹
は
、
パ
ー
ス
と
デ
ュ
ー
イ
に
よ
っ
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
県
の
慕
本
原
理
と
さ
れ
た
「
探
鍵
蓮
鳥
喰
の
原
理
し

（
鋳
¢
胃
簿
。
博
覧
。
◎
津
冨
8
馨
ぎ
慧
ヨ
。
コ
渥
銭
量
）
に
立
脚
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
わ
　
　
カ
　
　
も
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　

セ
　
　

し
　
　
お
　
　
　
も

　
こ
の
原
理
は
、
ω
探
究
過
程
と
他
の
難
問
活
動
の
過
程
と
の
縦
の
蓮
績
性
と
、
耐
探
究
過
程
相
互
の
横
の
漣
箇
中
を
主
張
す
る
。
デ
ュ

ー
イ
は
、
　
「
探
究
蓮
績
髄
の
原
理
」
の
こ
う
し
た
二
側
画
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　
ω
　
「
探
筑
の
は
た
ら
き
と
生
物
學
的
な
は
た
ら
き
と
は
蓮
古
し
て
い
て
、
そ
の
間
に
切
れ
目
は
な
い
。
」

　
働
　
　
「
探
究
の
単
果
は
、
す
べ
て
、
そ
れ
に
先
行
す
る
探
究
、
お
よ
び
そ
れ
に
後
照
す
る
探
究
か
ら
劃
り
は
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な

癖
　
　
＊
　
帥
ミ
ダ
や
H
り
．

　
　
＊
＊
　
ぴ
達
脅
や
い
ρ
①
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
わ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
セ
　
　
む
　
　

も
　
　
ち

　
．
ω
　
分
析
的
と
綜
合
的
の
；
臨
画
に
封
ず
る
ク
ワ
ィ
ン
の
批
鋼
は
、
探
究
愚
図
の
縦
の
蓮
績
性
の
原
理
を
前
提
と
す
る
。

　
デ
ュ
ー
イ
は
、
こ
の
原
理
に
も
と
づ
い
て
、
探
究
過
程
の
生
物
學
的
、
な
ら
び
に
丈
化
醗
母
胎
．
を
問
題
と
し
た
。
こ
れ
は
、
探
究
の

活
動
を
、
生
物
皐
的
な
ら
び
に
丈
化
的
な
垂
人
閥
活
鋤
の
｝
環
と
し
て
、
つ
ま
り
、
概
念
や
命
題
を
本
質
と
し
て
用
い
る
回
種
の
人
閥
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ら
　
　
　
コ
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
つ
　
　
　
む
　
　
　
も

動
と
し
て
、
實
践
の
見
地
か
ら
と
ら
え
る
着
眼
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
地
に
た
っ
と
き
、
あ
ら
ゆ
る
概
念
や
命
題
は
、
生
活

（
旨
い
意
味
に
お
け
る
）
の
必
要
を
み
た
す
山
蛭
を
も
つ
人
閥
活
蹴
の
手
段
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
等
値
（
眞
儒
、
有
敷
無
数
な
ど
）
は
、

行
動
の
成
果
に
よ
っ
て
テ
ス
ト
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
○
つ
ま
り
、
経
管
、
の
テ
ス
ト
を
ま
ぬ
が
れ
る
概
念
や
命
題
は
存
在
し
な
い
。
こ
う
し

　
　
　
諭
騨
磁
碍
究
の
　
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
蕊
セ
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哲
學
研
撹
　
第
四
．
爵
四
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫
嵌

て
、
論
理
學
や
数
學
の
公
理
や
定
理
を
ふ
く
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
命
題
は
、
究
極
に
お
い
て
、
事
賢
と
か
か
わ
り
を
も
つ
経
験
命
題
湛
綜
合

的
命
題
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
分
析
的
命
題
と
綜
舎
的
命
題
の
；
兀
論
は
威
立
た
な
い
Q

　
ラ
　
　
　
　
し
　
　
ら
　
　
わ
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ね
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち

　
嘩
　
還
元
主
義
に
た
い
す
る
ク
ワ
ィ
ン
の
批
判
は
、
探
究
遡
程
の
横
の
蓮
綾
性
の
原
理
を
前
提
と
す
る
。

　
こ
の
原
理
に
し
た
が
え
ば
、
ど
ん
な
命
題
も
あ
る
探
究
過
程
の
威
果
と
し
て
、
先
行
す
る
探
究
過
程
の
成
果
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
カ
　
　
も
　
　
お

の
關
係
は
無
限
に
く
り
か
え
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
還
寺
主
毅
の
想
定
す
る
身
魂
命
題
（
直
接
命
題
、
プ
皿
ト
コ
ル
命
題
）
の
よ
う
な

弾
機
的
趨
黙
と
し
て
の
命
題
は
認
め
ら
れ
な
い
。
「
デ
訊
！
イ
は
、
所
輿
（
三
賀
鋤
）
を
、
知
識
の
津
蟹
黙
と
し
て
み
と
め
な
い
。
探
究
の

過
程
が
あ
っ
て
、
・
：
・
そ
の
過
程
は
、
生
涯
を
、
い
な
一
つ
の
文
化
的
阯
會
の
夢
更
を
さ
え
つ
ら
ぬ
い
て
蓮
寒
し
て
い
る
。
」
　
と
い
う
ラ

ッ
セ
ル
の
指
摘
は
、
デ
ュ
ー
イ
論
…
理
學
の
核
心
を
つ
い
て
い
る
。
「
所
典
」
（
論
理
心
尽
主
義
に
お
い
て
は
上
歯
命
題
、
プ
罧
ト
コ
ル
命
題
、

直
接
命
題
な
ど
と
よ
ば
れ
る
）
を
五
型
黙
と
す
る
ラ
ッ
セ
ル
は
、
カ
ル
ナ
ッ
プ
と
基
本
的
に
は
同
じ
見
地
に
た
ち
、
「
所
興
」
の
か
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

「
探
究
連
綾
膿
」
を
禺
蛮
黙
と
す
る
ク
ワ
ィ
ン
は
、
デ
ュ
ー
イ
と
同
じ
見
地
に
立
つ
。

　
＊
　
甲
菊
賃
Q
臼
ω
Φ
錨
、
．
O
①
≦
Φ
く
．
ω
2
α
≦
い
。
ぴ
q
㎞
o
、
”
切
き
靴
翁
留
具
ミ
．
冒
ミ
N
b
偽
ミ
亀
℃
一
り
も
Q
P
ウ
回
刈
り
●

　
＊
菅
　
ラ
ッ
七
ル
の
い
う
「
研
瑛
」
を
、
デ
ュ
ー
イ
は
「
直
接
知
誠
」
と
よ
び
、
『
．
講
理
鯉
口
・
第
二
蔀
・
錦
八
章
を
、
こ
れ
の
批
判
に
當
て
て
い
る
。

三
　
解
　
決
　
の
　
道

　
私
は
、
緋
誰
法
論
理
學
の
見
地
か
ら
、
三
つ
の
論
理
學
を
続
一
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
Q
し

か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
三
つ
の
論
理
學
の
認
識
論
的
墓
礎
を
明
か
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
聯
納
論
理
學
に
お
け
る
確
認

度
理
論
と
頻
度
理
論
の
統
一
的
把
握
、
錘
書
法
論
理
學
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
の
統
｛
的
把

握
、
を
賢
現
す
る
こ
と
、
が
必
要
だ
、
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
蹄
納
論
理
學
の
統
　
に
か
ん
す
る
問
題
は
一
葉
省
略
し
て
、
マ
ル

ク
ス
主
義
論
理
學
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
の
銃
一
に
か
ん
す
る
問
題
を
楡
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
一
…
っ
の
論
理
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學
の
威
果
を
明
礁
に
と
ら
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
恩
う
。

　
A
　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
の
成
果

　
パ
ー
ス
（
一
八
三
九
i
｛
九
｛
四
）
と
デ
ュ
ー
イ
（
一
八
五
九
一
一
九
甚
一
）
が
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
の
基
礎
を
確
立
し
た
の
は
、

衛
北
戦
孚
（
　
八
六
一
i
六
翌
）
の
直
後
か
ら
今
世
紀
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
こ
と
だ
Q

　
こ
の
戦
箏
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
…
は
政
治
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
に
ぎ
り
、
産
業
の
機
械
化
と
西
部
開
獲
を
急
棚
迷
に
推

進
す
る
。

　
そ
う
し
た
蒔
期
に
、
ゼ
ユ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
近
代
産
業
の
申
心
地
で
あ
る
エ
ユ
…
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
、
宗
教
的
傅
統
の
重
蟹
に
さ
か
ら

い
な
が
ら
、
ブ
ル
ジ
識
ア
的
合
理
主
義
を
支
え
と
す
る
科
學
的
費
験
精
紳
を
つ
ら
ぬ
こ
う
と
す
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
運
動
が
擾
回
し

た
。　

こ
の
畳
畳
は
、
ア
メ
リ
カ
思
想
史
の
流
れ
の
な
か
で
は
、
エ
マ
ス
ン
を
申
心
と
す
る
コ
ン
コ
ー
ド
の
超
絶
主
義
（
貯
碧
ω
o
Φ
＆
Φ
江
海
一
ω
ヨ
）

グ
ル
ー
プ
と
、
バ
リ
■
ス
を
中
心
と
す
る
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
の
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
グ
ル
ー
プ
に
代
表
さ
れ
る
ロ
マ
ン
主
義
三
哲
學
思
想
の
克
駁

を
め
ざ
す
蓬
動
と
し
て
評
懐
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
す
く
な
く
と
も
、
，
こ
の
勲
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
ヨ
…
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
マ
ル
ク

ス
主
義
が
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學
に
封
し
て
果
し
た
役
翻
と
共
通
な
特
徴
を
も
つ
。

　
こ
う
し
た
思
想
運
動
の
此
程
で
、
パ
ー
ス
と
デ
ュ
ー
イ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
學
の
経
験
論
的
改
造
を
な
し
と
げ
る
Q

　
パ
…
ス
は
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
論
理
學
の
批
劇
か
ら
出
即
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
學
、
ス
コ
ラ
論
理
學
、
数
學
的
論
理
學
な
ど

の
演
繹
論
理
學
の
研
究
と
、
ミ
ル
や
ペ
ソ
な
ど
臨
納
論
理
學
の
研
究
を
媒
介
と
し
て
、
一
八
九
〇
年
代
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
學
に
急
速
に

接
近
す
る
。

　
＊
　
。
バ
ー
ス
論
蝿
學
と
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
學
の
闘
…
係
に
つ
い
て
砿
、
　
私
の
論
女
、
「
数
恩
坐
的
論
一
理
學
と
辮
澄
法
論
舞
學
の
宝
輪
i
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
。
バ
ー
ス

　
　
の
諭
縄
思
想
を
め
ぐ
っ
て
」
（
京
大
入
潮
科
墨
班
究
研
気
立
は
十
託
贈
進
記
念
協
草
丈
集
・
　
九
五
閤
）
を
屡
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
論
題
學
研
寵
の
一
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
九
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哲
學
縦
究
　
嬉
西
胃
購
十
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇

　
デ
ュ
ー
イ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
學
の
研
究
か
ら
嵩
饗
し
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
一
派
の
形
式
論
理
學
と
ミ
ル
や
ベ
ン
な
ど
の
予
納
論
理
學
に
終

始
謝
抗
し
な
が
ら
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
費
験
心
理
學
の
研
究
を
媒
介
と
し
て
、
　
一
八
九
〇
年
代
に
、
や
っ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
辮
的
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乾

か
ら
足
を
洗
い
、
道
呉
主
嚢
附
論
理
學
の
立
揚
に
到
達
す
る
。

　
　
＊
　
ヂ
ュ
…
イ
み
繭
理
麗
か
と
ヘ
ー
ゲ
ル
鵡
爾
還
照
甲
の
醗
係
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
本
を
滲
照
、
。

　
　
鼠
●
≦
巨
器
”
§
恥
O
篭
堕
．
醤
ミ
b
恥
ミ
爵
．
恥
寒
無
謎
ミ
器
醤
ミ
、
騎
ミ
」
H
Φ
腿
○
ゆ
．

　
私
の
研
究
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
の
基
本
的
な
特
質
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
《
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち

畳
↓
炉
心
想
↓
・
行
動
》
と
い
う
認
識
身
程
の
サ
イ
ク
ル
を
、
費
践
の
場
に
お
い
て
、
融
器
と
し
て
、
と
ら
え
、
こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
《
知

畳
↓
思
想
》
、
《
思
想
↓
思
想
》
、
《
思
想
↓
行
動
》
と
い
う
一
二
段
の
籾
瞭
識
過
程
に
お
け
る
瓢
醐
理
的
推
精
解
形
態
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
《
ア
ブ

詮
グ
ク
シ
ョ
ン
へ
》
σ
貸
賃
O
諜
O
昌
）
》
、
《
調
プ
ィ
グ
ク
シ
ョ
ン
（
H
）
Φ
◎
¢
O
謡
O
昌
）
》
、
《
イ
ン
グ
ク
シ
駅
ン
（
H
⇔
創
億
O
萬
O
旨
）
》
、
と
し
て
規
｛
疋
し
、

各
段
階
の
推
論
過
程
を
全
癒
程
と
の
聯
關
に
お
い
て
分
祈
す
る
こ
と
。

　
　
＊
　
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
墨
の
批
朔
的
分
折
」
（
『
思
勲
瓢
・
一
九
五
六
年
五
鷲
號
）
を
喚
、
照
。

　
パ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
《
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ソ
》
と
は
、
現
象
の
観
察
を
出
嚢
黙
と
し
、
假
読
の
軍
隊
を
へ
て
、
櫃
麓
の
定
立
に
い
た
る
假

説
形
成
（
新
し
い
外
事
、
新
し
い
理
論
の
獲
見
）
の
過
程
、
《
デ
ィ
グ
ク
シ
ョ
ソ
》
と
は
、
《
ア
ヅ
ダ
ク
シ
望
ソ
》
の
提
供
す
る
假
説
を

論
理
的
推
論
の
前
提
命
題
に
組
み
か
え
、
そ
こ
か
ら
論
理
的
に
可
能
な
結
論
を
ひ
き
だ
す
過
程
、
《
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ソ
》
と
は
、
《
デ
ィ

ダ
ク
シ
ョ
ソ
》
に
よ
っ
て
ひ
き
だ
さ
れ
た
論
理
的
結
論
を
、
事
費
と
つ
き
あ
わ
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
《
ア
ヅ
ダ
ク
シ
ョ
ン
》
に
よ
っ
て

提
供
さ
れ
た
蝦
説
の
翼
薦
（
翼
理
性
）
を
激
減
す
る
過
程
を
さ
す
。
つ
ま
り
、
　
「
ア
ブ
グ
ク
シ
響
ソ
は
、
假
説
，
を
形
成
す
る
夏
蝉
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
ル

・
：
・
デ
ィ
グ
ク
シ
寂
ン
は
、
そ
の
ヒ
ン
ト
に
も
と
づ
い
て
豫
見
を
ひ
き
だ
し
、
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
予
見
を
テ
ス
ト
す
る
。
」

　
＊
パ
ー
ス
全
集
・
第
五
巻
・
節
｛
七
一
擁
。

　
デ
ュ
…
イ
は
、
『
論
理
思
落
に
お
い
て
、
認
識
（
探
究
）
継
程
を
、
8
問
題
欺
況
、
8
問
題
設
定
、
日
欝
欝
、
四
推
論
、
出
費
験
、
伽
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保
諮
づ
き
の
言
明
、
－
．
〕
い
う
六
段
階
に
分
け
て
い
る
が
、
8
、
の
、
9
は
パ
ー
ス
の
《
ア
ブ
グ
ク
シ
ョ
ソ
》
、
圃
は
《
デ
ィ
ダ
ク
シ
ョ

ン
》
、
樋
、
脚
、
は
《
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ソ
》
に
轡
固
る
。

　
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
論
理
學
に
お
い
て
、
認
識
過
程
の
第
二
段
階
を
な
す
《
デ
ィ
グ
ク
シ
ョ
ン
》
は
演
繹
論
理
學
の
封
象
に
洩
り
、

第
三
段
階
を
な
す
《
イ
ン
グ
ク
シ
ョ
ソ
》
は
録
納
論
理
學
の
封
象
（
た
だ
し
頻
度
理
論
の
ば
あ
い
に
か
ぎ
る
）
に
當
る
Q
し
た
が
っ
て
、

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
は
、
演
繹
論
理
學
と
露
納
論
理
學
を
、
そ
の
モ
メ
ン
駆
と
し
て
ふ
く
む
、
と
い
え
る
。

　
丑
　
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
の
成
果

　
マ
ル
ク
ス
（
｛
八
｛
八
…
八
三
）
は
、
七
月
革
命
（
一
八
三
〇
）
か
ら
二
月
革
命
へ
…
八
四
八
4
に
い
た
る
プ
皿
レ
タ
リ
ァ
革
命
蓮
動
の
成
立

期
に
、
こ
の
章
動
の
指
導
に
從
書
し
な
が
ら
、
へ
f
ゲ
ル
論
理
學
の
批
判
を
媒
介
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
の
基
礎
を
つ
く
っ

た
。　

『
経
上
乗
・
哲
學
ノ
～
ト
』
（
と
く
に
「
ヘ
ー
ゲ
ル
誹
謹
法
お
よ
び
玉
響
一
般
に
封
ず
る
批
判
」
）
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
（
と
く

に
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
」
論
）
、
『
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
つ
い
て
σ
テ
…
ゼ
』
、
は
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
の
起
坐
と
し
て
注
鼠
す
べ

き
業
績
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
の
威
果
を
、
評
債
す
る
に
営
っ
て
、
次
の
諸
黙
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
ω
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
、
そ
の
廿
里
基
礎
論
を
《
地
下
法
的
唯
物
論
》
と
よ
び
、
鮭
會
過
程
の
分
析
に
た
い
す
る
そ
れ
の
適
用
を
《
史

的
唯
物
論
》
と
よ
び
、
さ
ら
に
そ
の
癒
絹
を
就
働
過
程
の
一
部
と
し
て
の
愚
考
過
程
の
分
析
に
限
る
寄
合
、
こ
れ
を
《
辮
公
法
的
唯
物
論

の
認
識
論
》
と
よ
ぶ
Q

　
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
は
、
こ
の
第
三
の
榔
門
に
あ
た
る
。

　
働
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
…
灘
系
の
諸
賢
は
《
史
的
唯
物
論
》
（
就
乱
倫
學
基
礎
論
）
か
ら
藩
手
さ
れ
た
。

　
マ
ル
ク
ス
は
、
ま
つ
、
『
ド
イ
ツ
、
ρ
イ
デ
オ
四
丁
i
』
2
八
四
聡
i
四
六
執
筆
。
［
九
一
∵
八
幾
膏
）
に
お
い
て
、
馳
魯
渦
程
（
歴
史
）
を
、

　
　
　
論
黙
學
撒
究
の
…
謙
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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誓
墨
鰹
究
　
猿
照
再
四
十
九
號
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

経
濟
虚
心
と
政
治
泌
程
と
愚
考
愚
程
の
相
互
關
係
か
ら
な
る
総
過
程
と
し
て
分
析
し
た
が
、
そ
れ
は
ス
ケ
ッ
チ
の
範
園
を
で
な
か
っ
た
Q

　
マ
ル
ク
ス
が
、
．
一
憾
、
完
威
し
た
の
は
、
経
濟
心
入
の
理
論
（
蝿
養
本
論
』
）
の
み
で
あ
る
。

　
㈲
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
『
反
デ
ュ
！
．
リ
ン
グ
論
翫
（
一
八
七
八
）
に
お
い
て
、
霞
黙
澱
程
、
就
會
濁
程
、
思
考
巡
程
を
つ
ら
ぬ
く
一
般
法
則
の

科
學
と
し
て
の
《
辮
誰
法
的
唯
物
論
》
の
構
想
を
明
か
に
し
た
Q

　
ω
思
考
過
程
の
法
剤
の
科
學
と
し
て
の
《
雨
意
法
的
唯
物
論
の
認
識
論
》
（
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
攣
）
を
、
は
じ
め
て
主
題
的
に
と
り

あ
げ
た
の
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
『
哲
學
ノ
i
｝
』
（
一
九
｝
四
一
＝
ハ
執
筆
）
で
あ
る
Q

　
㈲
毛
澤
東
は
、
『
費
熱
論
』
（
一
九
三
七
）
に
お
い
て
、
　
レ
ー
ニ
ン
の
仕
事
を
騰
承
獲
賞
し
、
　
マ
ル
ク
ス
・
王
義
論
理
學
の
欄
系
的
野
蓮
に

は
じ
め
て
清
手
し
た
Q

　
以
上
の
諸
黙
を
確
認
し
た
ヶ
え
で
、
マ
ル
ク
ス
の
『
ド
イ
ツ
・
．
↓
デ
オ
拡
ギ
ー
』
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
反
デ
ュ
ー
リ
ソ
グ
論
』
、
レ
ー
ゴ

ソ
の
『
哲
学
ノ
…
ト
隠
、
毛
擦
束
の
『
資
無
論
㎞
、
の
四
丁
の
本
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
の
成
県
を
楡
討
し
て
み
た
い
Q

　
a
　
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

　
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
本
の
は
じ
め
の
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
し
論
で
、
…
職
會
遍
程
の
理
論
（
《
皮
的
唯
物
論
》
）
の
大
要
を
示
し
た
○

　
そ
こ
で
は
、
論
理
學
の
封
蒙
と
し
て
の
思
考
遇
程
が
、
就
愈
黒
檀
の
一
モ
メ
ン
ト
と
し
て
、
他
の
モ
メ
ン
ト
、
つ
ま
り
経
濟
過
程
や
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
り

治
過
程
と
の
相
互
瀾
係
に
お
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
認
識
の
問
題
（
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
こ
れ
を
客
槻
的
世
界
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

「
反
映
し
の
問
題
と
し
て
理
解
す
る
）
が
、
経
濟
的
、
政
治
的
賢
践
の
間
題
と
む
す
び
つ
け
て
研
究
さ
れ
て
い
獄
α

　
＊
　
こ
の
本
に
、
「
現
貧
的
に
活
　
悪
し
て
い
る
人
闘
か
ら
禺
署
し
、
　
か
れ
ら
の
醗
貧
的
な
生
活
難
租
の
イ
デ
ォ
竪
町
i
的
殴
反
鮒
お
よ
び
μ
響
の
獲
展
を

　
　
も
飯
述
ナ
る
。
」
（
岩
敏
文
庫
）

　
b
　
『
反
デ
謡
ー
リ
ン
グ
論
』

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
こ
の
本
の
序
論
と
誓
築
篇
で
、
自
撚
鵬
程
、
祉
・
曾
過
程
、
思
考
鋤
程
を
ふ
く
む
勢
い
意
味
の
自
然
洒
程
の
理
論
（
《
繰
胡

』
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う
　
　
し
　
　
セ
　
　
し
　
　
や
　
　
り
　
　
う

諮
法
的
．
酢
物
論
》
）
を
究
明
し
、
論
理
學
を
、
思
考
過
程
の
科
學
と
し
て
規
定
し
た
Q

　
『
ド
ィ
ッ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
よ
れ
ば
、
思
考
過
程
は
砒
會
泄
程
の
一
モ
メ
ン
ト
だ
か
ら
、
思
考
過
程
の
科
學
と
し
て
の
論
理
募
は

祉
會
路
程
の
科
學
と
し
て
の
《
輿
的
唯
物
論
》
を
前
墾
と
す
る
Q
そ
し
て
、
《
史
的
唯
物
論
》
ぱ
《
地
誌
法
酌
唯
物
論
》
を
前
提
と
す

る
Q

　
こ
の
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
に
封
ず
る
賞
獄
は
、
ω
論
理
學
の
封
象
を
は
つ
ぎ
り
規
定
し
た
黙
、
吻
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
洋
弓
に

お
け
る
論
理
學
の
位
置
を
明
か
に
し
た
貼
…
、
こ
の
二
黙
で
あ
る
。

　
C
　
『
哲
學
ノ
ー
ト
臨

　
レ
ー
エ
ソ
は
、
こ
の
本
の
な
か
の
ヘ
ー
ゲ
ル
論
…
理
學
に
か
ん
す
る
ノ
ー
ト
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
學
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
よ
み
・

方
を
示
し
な
が
ら
、
”
、
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
（
《
芸
人
法
的
唯
物
論
の
認
識
論
》
）
の
受
訴
と
方
法
の
分
析
を
試
み
た
Q

　
・
へ
！
ゲ
ル
論
理
學
は
、
存
在
論
、
本
質
論
、
概
念
論
の
三
部
門
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
レ
ー
エ
ソ
は
、
概
念
論
の
最
後
の
部
分
に
回
る

理
念
論
の
分
析
に
、
も
っ
と
も
力
を
そ
そ
い
で
い
る
。

　
　
＊
　
へ
…
ゲ
ル
の
『
大
論
理
墨
』
で
は
、
全
難
の
約
1
㎝
1
0
の
ス
ペ
ー
ス
し
か
鯛
賞
て
ら
れ
て
い
な
い
理
念
諭
に
、
　
レ
ー
ニ
ン
は
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
墨
に
か

　
　
　
ん
す
る
ノ
ー
ト
の
豹
1
一
4
の
ス
ペ
ー
ス
を
さ
い
て
い
る
。

　
レ
ー
ニ
ン
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
念
論
に
お
け
る
、
《
生
命
ル
認
識
（
理
論
的
理
念
↓
費
幾
的
理
念
）
↓
絶
封
的
理
念
》
と
い
う
理
念
の

運
動
渦
程
の
逆
蓮
か
ら
、
客
尊
墨
世
界
の
「
反
映
」
に
は
じ
ま
り
、
費
…
鵬
に
よ
る
「
槍
誰
」
に
い
た
る
認
識
逝
程
の
法
澗
を
學
び
と
る
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
＊
　
へ
…
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
　
「
理
念
の
銘
…
の
形
態
は
生
命
で
あ
り
：
：
：
黒
字
の
形
態
は
、
：
：
鼠
賊
と
し
て
の
凝
念
で
あ
り
、
こ
の
認
識
は
理
論
的

　
　
　
理
念
お
よ
び
平
声
的
躁
念
と
い
う
二
つ
の
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
認
識
の
過
程
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
談
議
に
よ
っ
て
豊
か
に
さ
れ
た
統
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
を
縄
復
す
る
が
、
こ
れ
が
理
念
の
手
当
の
形
態
、
し
た
が
っ
て
絶
封
的
難
念
で
あ
る
。
」
（
『
哲
墨
ノ
ー
ト
留
石
波
文
庫
擦
身
分
鮒
天
七
i
八
・
只
）
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
i
ニ
ン
は
、
こ
の
憶
病
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
と
ら
え
竣
お
す
。
　
一
，
亙
命
は
賑
髄
を
生
み
だ
す
。
人
山
の
駆
髄
の
5
ら
に
B
然
が
反
映
さ
れ
る
。
人
聞
は
、

　
　
　
　
論
理
學
研
寵
の
｝
課
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

簸
三
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哲
畢
研
究
　
第
測
胃
購
十
九
號
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞳
四

　
　
　
そ
の
賃
蹉
と
技
術
の
う
ち
で
こ
の
反
喚
の
厩
し
さ
を
検
澄
し
迦
碧
し
な
か
ら
、
客
膳
的
蟹
玉
に
到
蓮
す
る
う
」
（
題
…
八
八
）
つ
ま
り
、
レ
三
ヲ
は
、

　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
加
ゆ
庫
U
る
「
掛
命
」
毒
「
切
脚
隅
一
」
（
理
論
的
塊
念
）
の
渦
叫
程
を
「
反
映
し
の
愚
姉
、
　
「
切
四
姓
職
」
（
碓
抵
践
的
詞
章
心
）
1
v
「
絶
量
的
蝿
一
心
」
の
渦
｝
程
を

　
　
　
咄
，
匡
楓
識
し
の
過
程
と
み
る
。

　
『
聖
堂
ノ
ー
ト
』
の
貢
獄
は
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
學
の
威
果
を
｝
、
ル
ク
ス
主
義
的
翼
端
か
ら
學
び
と
り
な
が
ら
、
論
理
學
的
分
析
の
蕉
勲

を
、
認
識
魍
程
に
お
け
る
「
反
映
し
と
「
樵
誰
」
の
問
題
に
し
ぼ
っ
た
黙
に
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
　
『
暫
學
ノ
ー
ト
』
の
蚕
威
果
は
、
つ
ぎ
の
書
葉
に
｝
嬰
約
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
も

　
　
「
生
き
生
き
し
た
直
鶴
か
ら
寒
空
的
愚
考
へ
、
そ
れ
か
ら
費
蹉
へ
。
こ
れ
が
眞
理
の
認
識
の
、
す
な
わ
ち
、
容
槻
的
轡
ハ
在
の
認
識
の
、

緋
讃
法
的
な
道
す
じ
で
あ
る
。
」
（
｛
四
　
…
…
）

　
《
直
配
↓
・
抽
象
的
思
考
》
の
過
程
は
「
反
映
し
の
過
程
、
《
抽
象
的
思
考
↓
費
践
》
の
泌
程
は
「
検
…
讃
し
の
過
程
に
…
他
な
ら
な
い
。

　
　
＊
　
　
レ
…
晶
ン
か
、
　
「
反
映
」
の
過
程
な
《
直
々
↓
柚
…
象
的
思
考
》
の
過
租
と
し
で
と
ら
え
て
い
る
瀟
は
注
麹
に
値
す
る
。
彼
は
「
　
け
っ
て
い
る
。
　
「
η
腱
識

　
　
　
は
人
事
に
よ
る
自
然
の
、
反
映
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
箪
純
な
、
近
接
的
な
、
全
智
的
な
反
映
で
は
な
く
て
、
　
｝
蓮
の
抽
象
か
ら
な
る
過
程
で
あ

　
　
　
り
、
譜
概
念
や
諸
法
則
な
ど
の
定
式
化
、
形
成
か
ら
な
る
過
程
て
あ
る
。
：
：
人
望
は
、
恥
辱
や
概
念
や
法
期
や
科
學
的
な
世
撃
壌
な
ど
を
つ
く
り
な

　
　
　
が
ら
、
た
え
ず
そ
れ
に
接
近
し
て
い
く
に
す
ぎ
な
“
ゲ
」
（
｝
六
〇
）

　
d
　
『
費
践
論
』

　
毛
焼
東
は
、
こ
の
本
に
お
い
て
、
レ
ー
ニ
ン
の
明
か
に
し
た
《
直
親
↓
拙
象
的
愚
考
↓
∴
箕
幾
》
と
い
う
認
識
過
程
を
、
《
感
性
的
認
識

↓
理
性
的
認
識
↓
實
践
》
と
い
う
形
で
と
ら
え
な
お
し
、
．
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
の
転
意
的
叙
蓮
の
い
と
ぐ
ち
を
つ
く
っ
た
。

　
『
費
画
論
』
は
、
基
本
的
に
は
、
『
哲
學
ノ
ー
ト
』
σ
域
果
を
縷
承
す
る
も
の
と
君
え
る
が
、
後
者
の
刹
用
で
き
な
か
っ
た
『
ド
イ
ツ
・

イ
デ
オ
環
ギ
ー
』
の
威
県
を
吸
牧
し
て
い
る
黙
で
、
明
瞭
な
前
進
を
示
し
て
い
る
。

　
＊
　
『
暫
學
ノ
ー
ト
』
が
麟
ド
筆
さ
れ
た
の
は
一
九
一
四
年
か
ら
…
六
年
に
か
け
て
で
あ
り
、
慌
．
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
が
公
刊
さ
れ
た
の
は
一
九
二
八

　
　
年
て
あ
る
。



　
　
　
　
つ
ま
り
、
P
哲
學
ノ
！
｝
』
が
「
課
題
」
の
モ
メ
ン
ト
を
、
主
と
し
て
、
「
宝
引
」
の
愚
程
の
條
件
と
し
て
と
ら
え
た
の
に
善
し
て
、
納
費

　
　
　
践
論
融
は
そ
れ
を
「
双
映
」
と
「
検
讃
」
を
ふ
く
む
全
．
認
識
過
程
の
基
本
條
件
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　
　
　
い
費
…
鎚
論
穏
は
、
プ
ラ
ン
の
段
階
を
で
な
い
が
、
　
と
も
か
く
、
　
マ
ル
ク
ス
・
王
義
論
理
學
の
最
絡
の
成
果
で
あ
り
、
　
鶉
在
の
水
準
を
示
す

　
　
　
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
C
　
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
の
統
ニ

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
主
義
論
理
學
の
最
密
の
威
巣
と
し
て
の
町
費
幾
論
隠
と
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
を
代
啓
す
る
パ
ー
ス
の
探
究
理
論

　
　
　
は
、
つ
ぎ
の
黙
に
お
い
て
一
致
す
る
。
．
づ
ま
り
、
認
識
の
逓
程
を
費
践
（
唐
的
を
も
つ
た
行
動
）
の
見
地
か
ら
と
ら
え
る
霜
、
ま
た
こ

　
　
う
し
た
見
地
に
も
と
づ
い
て
、
認
識
過
程
を
、
ω
精
細
か
ら
認
識
へ
の
移
行
鵬
程
、
㈲
、
理
論
的
認
識
の
漁
戸
、
偶
認
識
か
ら
費
践
へ
の
移

　
　
行
過
程
、
と
い
う
三
段
階
に
分
け
て
考
え
る
黙
Q

　
　
　
q
P
、
ω
、
㈲
、
は
、
『
三
訂
論
』
に
お
け
る
ω
感
性
的
認
識
、
鋤
理
性
的
認
識
、
㈲
賢
践
、
に
営
り
、
ま
た
、
パ
…
ス
論
理
學
に
お
け

　
　
る
ω
ア
ブ
グ
ク
シ
ョ
ン
（
《
知
畳
↓
愚
想
》
通
江
の
推
論
）
、
ω
デ
ィ
グ
ク
シ
ョ
ン
（
《
思
想
↓
思
想
》
渦
程
の
推
論
）
、
側
イ
ソ
ダ
ク
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

　
　
　
ヨ
ン
（
《
思
想
↓
行
動
》
渦
程
の
推
論
）
に
あ
た
る
。

　
　
　
　
＊
　
デ
ュ
…
イ
の
『
識
理
照
憲
に
お
げ
る
探
究
の
六
段
階
は
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
パ
ー
ス
の
雌
．
甲
、
調
女
紅
』
に
お
け
る
探
完
の
三
段
階
に
難
元
で
き

　
　
　
　
　
る
。
し
か
も
、
。
ハ
；
ス
の
戌
果
の
方
が
、
デ
ュ
…
イ
の
戊
果
よ
り
も
、
論
理
學
的
に
み
て
水
準
が
高
い
。

　
　
　
　
　
　
な
お
、
私
は
、
　
雌
．
貴
晩
鍛
論
抽
の
三
段
階
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
（
醐
理
學
の
三
段
階
が
、
び
つ
た
り
一
致
す
る
、
な
ど
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
た
と

　
　
　
　
　
え
ば
、
雨
月
の
猿
一
段
階
を
く
ら
べ
て
み
て
も
、
《
感
性
的
詔
腰
識
ク
が
た
ん
に
「
感
凹
覚
と
印
象
の
段
階
」
（
n
注
置
文
庫
・
版
・
や
●
一
Q
Q
）
に
す
ぎ
な
い
の
に

　
　
　
　
　
凝
し
て
、
《
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ワ
は
援
兵
と
印
象
を
出
演
鮎
と
し
て
假
諏
の
形
成
に
い
た
る
過
稚
を
さ
す
。
『
實
鍵
講
幽
で
は
、
蝦
説
の
膠
威
は
、
「
感

　
　
　
　
　
惜
し
印
象
し
た
も
の
を
、
璽
踵
の
な
か
で
い
く
ど
と
な
く
く
り
か
え
す
」
う
ち
に
、
「
認
識
過
程
で
の
㎝
つ
の
突
然
の
騒
～
化
が
お
こ
り
、
　
概
念
が
う
ま

　
　
　
　
　
れ
る
」
（
℃
．
同
ω
）
と
謹
明
さ
起
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
二
念
」
の
戒
立
は
、
《
理
訴
的
認
識
シ
の
出
獲
鮎
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
似
説
の
彩
戒
は
、
。
ハ
ー
ス
論
理
嘗
て
は
認
磯
過
程
に
お
け
る
第
∴
澱
階
の
終
雪
と
み
な
さ
れ
る
の
に
コ
し
て
、
　
『
實
蹉
論
舗
で
は
、
そ
れ
は
、
錦
は
段

85
1
　
　
　
　
　
諭
理
難
研
麓
櫛
【
諜
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
五
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膏
雛
研
伽
九
　
強
目
四
百
四
十
・
九
雛
側
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
四
【
函
ハ

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
階
の
起
黙
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
い
つ
れ
に
し
て
も
、
假
識
の
形
成
が
、
鎧
「
段
階
と
第
瓢
段
糟
の
韓
換
貼
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
嚇
川
で
は

　
　
　
　
致
し
て
い
る
、
と
も
云
え
よ
う
。
ま
た
、
パ
ー
ス
の
6
ー
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
》
と
『
貴
践
藷
』
の
《
貴
蹉
》
は
、
い
つ
れ
も
理
論
的
新
設
の
行
動
に
よ

　
　
る
検
鐙
の
章
程
を
さ
す
が
、
前
潜
が
そ
れ
を
推
．
、
繭
の
｝
影
態
と
し
て
形
式
約
に
と
ら
え
て
い
る
の
に
乱
し
て
、
褒
蕊
は
そ
れ
を
認
識
過
程
の
「
モ
メ
ン

　
　
ト
と
し
て
内
容
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
　
　
隔
じ
こ
と
は
、
　
4
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
　
ン
》
と
《
戒
枷
性
的
男
解
載
》
、
　
あ
デ
ィ
ダ
ク
シ
ョ
　
ン
》
と
《
理
乱
的
認
議
》
に

　
　
　
つ
い
て
も
審
え
る
よ
う
に
恵
う
。

　
私
は
、
か
つ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
か
い
た
。
「
プ
ラ
グ
｝
、
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
の
藤
本
的
な
特
質
は
、
認
識
煮
干
を
《
知
畳
↓
聯
想
↓
行

動
》
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
と
ら
え
る
認
識
論
に
立
脚
し
て
、
論
理
的
推
論
過
程
を
《
ア
ブ
グ
ク
シ
ョ
ン
↓
デ
ィ
グ
ク
シ
ョ
ソ
↓
イ
ン
ダ
ク

シ
ョ
ン
》
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
と
ら
え
、
各
段
階
の
推
論
愚
程
を
査
過
程
と
の
聯
關
に
お
い
て
黒
蓋
す
る
黙
に
あ
る
。
」
ま
た
、
『
實
与
論
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
セ
　
　

セ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
つ
　
　
う
　
　
も
　
　
や

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
か
い
て
い
る
。
「
感
性
的
認
識
か
ら
能
動
的
に
理
性
的
認
識
へ
獲
展
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
、
ま
た
理
性
的
認
識
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
む

と
つ
い
て
、
能
動
的
に
革
命
的
費
践
を
指
導
し
て
主
観
的
な
世
界
と
客
親
約
な
世
界
と
を
改
邉
す
る
こ
と
、
賢
跨
、
認
識
、
縛
費
践
、
再

認
識
と
い
う
形
で
、
こ
の
循
環
往
復
を
無
窮
に
く
り
か
え
し
て
ゆ
く
こ
と
。
そ
し
て
、
蜜
践
と
認
識
が
循
浴
す
る
こ
と
に
、
そ
の
内
容
が

…
段
と
高
度
の
も
の
へ
す
す
ん
で
ゆ
く
こ
と
◎
こ
れ
が
富
麗
法
的
唯
物
論
の
認
識
論
の
蚕
都
で
あ
る
。
」
（
や
ω
①
）

　
　
＊
　
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
…
理
恩
予
の
批
制
瑚
的
八
刀
折
」
・
℃
。
⑦
．

　
右
の
二
つ
の
引
用
文
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
學
を
餓
乱
暴
と
し
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
理
學
と
マ
ル
ク
ス
・
王
義
論
理
學
と
い
う
二
つ
の

づ
ー
ス
を
通
っ
て
褒
展
し
て
き
た
辮
誰
法
瓶
醐
理
學
の
最
絡
の
成
果
を
要
約
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
緋
誰
法
論
理
學
の
基
本
的
特
質
は
、
認
識
（
テ
オ
リ
ア
）
の
醗
愚
な
…
質
践
（
プ
ラ
ク
シ
ス
も
し
く
は
ポ
イ
エ
シ

ス
）
の
周
題
と
き
り
は
な
誕
義
」
な
い
で
函
考
を
統
一
的
に
と
ら
え
る
黙
、
云
い
か
え
れ
ば
、
賞
践
の
見
地
か
ら
認
識
の
問
塵
を
と
り
あ
つ
か

う
勲
、
に
あ
る
、
と
い
え
る
よ
う
に
想
う
Q
こ
う
し
た
親
疎
か
ら
、
認
識
懲
程
は
、
《
三
章
恵
撃
行
動
》
も
し
く
は
《
．
感
性
的
認
識

↓
理
性
的
認
識
↓
直
垂
》
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
と
ら
え
ら
れ
る
。
比
喩
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
《
知
畳
》
も
し
く
は
《
感
性
的
認
識
》

は
、
慕
賢
（
現
實
）
の
撞
界
か
ら
田
心
想
（
入
念
）
の
世
界
へ
の
入
口
で
あ
り
、
《
費
動
》
も
し
く
は
《
資
跨
》
は
、
患
想
の
琶
界
か
ら
事

し



賓
の
世
界
へ
の
出
口
で
あ
る
。

　
演
繹
論
理
墨
は
、
二
つ
の
世
界
を
遮
補
す
る
見
地
に
立
っ
て
、
《
思
想
畢
過
程
》
の
論
理
を
追
求
し
、
齢
納
論
理
學
は
、
イ
ギ
リ
ス
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

験
論
系
の
認
識
論
を
前
提
と
し
て
、
事
實
の
世
界
か
ら
思
想
の
世
界
へ
の
入
口
を
開
き
、
《
知
畳
↓
思
想
》
泌
程
の
論
理
を
邉
黙
す
る
。

こ
れ
に
湿
し
て
、
鮮
讃
法
論
理
學
は
、
二
つ
の
世
界
の
交
流
を
前
提
と
し
て
、
《
知
畳
嬉
思
想
↓
行
動
》
過
程
の
論
理
を
究
明
す
る
Q
し

た
が
っ
て
、
辮
無
法
論
理
學
の
幸
区
は
、
演
題
論
理
學
や
臨
納
論
理
學
の
封
象
を
、
そ
の
モ
メ
ン
ト
と
し
て
ふ
く
む
、
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
私
が
、
さ
き
に
、
　
「
辮
画
法
論
理
學
の
見
地
か
ら
、
三
つ
の
論
理
學
を
続
一
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と

考
え
て
い
る
Q
」
と
い
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
事
費
を
根
糠
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
＊
　
こ
れ
は
、
倉
町
論
理
暴
の
う
ち
確
認
寒
桜
諭
に
は
當
て
は
ま
る
が
、
頻
h
炭
理
論
に
は
欝
て
採
ま
ら
な
い
。
頻
度
埋
論
に
し
た
が
え
ば
、
錦
納
的
推
論
…

　
　
と
は
《
思
想
l
y
行
動
》
過
程
の
論
理
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
プ
ラ
グ
岬
こ
ア
ィ
ズ
ム
論
理
墨
に
お
け
る
《
イ
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
》
に
纏
る
。
こ
の
《
イ

　
　
ン
ダ
ク
シ
ョ
ン
》
は
、
　
《
デ
ィ
ダ
ク
シ
ョ
ン
》
（
《
思
想
↓
患
想
》
過
程
の
み
醐
理
）
や
《
ア
プ
ダ
ク
シ
勤
ン
》
（
《
知
…
覚
↓
思
想
》
過
程
の
外
醐
理
）
を
鯖

　
　
提
と
し
て
い
る
の
で
、
魏
謹
法
論
理
事
と
同
じ
見
地
に
立
つ
認
識
論
を
必
要
と
す
る
。
貯
炭
理
論
と
辮
澄
法
論
理
學
の
驕
係
は
、
今
後
の
電
要
数
研
究

　
　
テ
ー
マ
の
一
つ
だ
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
京
都
大
學
人
丈
科
學
研
究
厨
〔
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漂
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思
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ロ
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THE　OUTLINES　OF　THE　MAIN
　　　　　　ARTICLES　IN　THIS　ISSUE

Tlie　outline　of　sitch　an　article　as　aPpears　itt　moi”e　tJtan　one　ntember　of　this

辮α9α郭’7Zθ　∫s　to～｝θ　srive／Z　toge∫hθグ卿ith　the　l2st　insげa！”1θnt　qメ　ご乃θ　art∫cle

A　1’ro，ieet

7”ypes

for　’bTfiifying　the　1ihre．　e

of　ILogi　eal　Tl’｝eory

By　Shumpei　Ueyama
i

　　My　pers1stent　interest　throughout　iiRy　recent　legical　inquiry　has　been

directed　to　the　formation　o£　a　theory　which　will　be　capable　of　unifying

the　three　types　of　loglcal　t．h，　eory，　i．　e．，　deductive，　inductive，　and　dialectic．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　di，

This　paper　is　my　first　approxirnation　to　siich　a　unified　theory．　lt　con－

sists　of　the　following　three　parts　：

　　1）　ln　ehe　£irst　part，　1　have　analysed　summarily　the　history　of　western

logica1　thoughts　and　pointed　out　the　log2cal　and　historical　relations　among

the　three　types　above　mentioned．

　　2）　In　the　second　part，　1　have　refered　to　the　logical　discussion　done

independently　of　each　other，　the　one　in　the　U．　S．　A．　concerning　the　so－

called　“　two　dogmas　of　・emplric1sm　”　（analytic－synthetic－dualism　aBd　re－

ductieniq．　m），　and　the　other　in　the　U．　S．　S．　R．　concerning　the　re1ation　bet－

ween　iermal　and　dialectic　loglc．　ln　these　two　series　o£　debates　1　have

sought　a　clue　to　a　unified　theory　ofi　logic．

　　3）　ln　the　iinal　part，　1　have　proposed　my　owR　project　fior　uniEying

the　three　types　of　logical　theory．　ln　order　to　lay　the　ioundation　of　a

unified　theory　irom　the　point　of　a　renewed　dlaiectic　logic，，1　have　exam－

ined　two　developed　forms　ef　it，　i．e．，　the　pragmat2st　and　the　Marxist

1ogic．

、
、

1


